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1.基調講演 

                                ＰＤＧ 平岡 正巳 

 

 前田ガバナーが第 2660 地区の地区大会に

出席のため、この会に出席できないので、国

際奉仕のカウンセラーである私がガバナーに

代わりご挨拶させていただきます。 

 ラタクルＲＩ会長エレクトのお話になりま

すが、地域大会としては最終のアジア地域大

会がバンコクで 1994 年に開かれ、小島さんは

ＳＡＡとして、私は新世代のパネリストとし

て参加しました。ロータリー研究会ではバッ

クグラウンド・ミュージックが流れ、マイウ

ェイの曲に合わせて美声が聞こえてきました。

その声の主がラタクルさんでした。会長部門

会ではラタクルさんの幅の広い趣味、政治家

として世界的に活躍されていること、日本に

も何度も来られている事などが紹介されまし

た。ＲＩ会長として彼に優る人はいないので

はと思われます。又、ラタクルさんの考え方

の一つ一つが我々の考えと相似たものがある

様に思います。 

 最近、会員の減少が大きな問題になってい

ます。私がガバナーをやっていた時はロータ

リーの良き時代で、純増 15％も可能でしたが、

今は、増強はもとより、減少を阻止するのも

困難な時代になっています。ロータリーは奉

仕活動を志すボランティアの集まった組織な

ので、それを構成するメンバーが減少すると

云うことはロータリーの危機であります。Ｒ

Ｉ会長はその年度毎に増強の必要性を説いて

会員を鼓舞し、激励し、ロータリーの危機を

回避し更にロータリーの活動を推進していく

方針を出されるわけです。ラタクルさんはロ

ータリーの基本的な考え方と言いますか、ロ

ータリーが順調に発展していた時の考え方に

沿って色々のことを考えておられるのではと

思います。私の感じではルネッサンスと云い

ますか、復活を考えながら次年度の方針を考

えている様に思います。 

 ラタクルさんのＲＩテーマは「慈愛の種を

播きましょう」と云うことで、ロータリーの

奉仕の理想は思いやりの心、思いやりの気持

ちを実現していくことです。「慈愛の種を播こ

う」はこの思いやりの実現をあらゆる場所で、

一人一人のロータリアンが実現して行く事を

云われていると思います。一つ一つの奉仕は

小さいかも知れませんが、その小さな奉仕も

うねりとなって集まれば大きな波動として世

の中に影響を与えていくのではないでしょう

か。よく「Small Service Is True Service 」

と云われ、誰でもが出来る小さな奉仕こそ真

の奉仕であると、そういう事を奨励している

言葉だろうと思います。人間はそれぞれそう

いう愛を持っているのですから、他人への思

いやり、他人への愛、そういう慈愛を我々が

広めていく事こそ、今世界に求められている

ニーズではないかと思います。 

 ラタクル会長エレクトは目標設定のために

大きな目標を大上段から掲げないで、指導方
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針ではボトムアップの方式で実現していく事

を訴えています。ロータリーのリーダーシッ

プは企業とか他の組織と少し違いまして、権

限は無いが責任はあります。これはまさしく

ボトムアップの形式のなかで言える大事なリ

ーダーシップの形態ではないでしょうか。国

際奉仕の委員長さんは自分で意図されている

ことの計画目標を実現しなければなりません

が、それを実現するためには色々な条件整理

もあるでしょう。それを実現する責任はある

のですが、権限は無いのです。 

 私はラタクル会長エレクトが出されている

方針は、まさしくロータリーの真の姿と云い

ますか、ロータリーの神髄から出てくる事を

示唆されていると思います。慈愛の種は条件

の良い所に播かれる種もあろうし、又そうで

ない場合もあるかもしれませんが、その種は

非常に頑強であるといわれ、私はそのような

条件の悪い所に播かれた種は特に耕す必要が

あると説かれている事に感動を覚えました。

我々ロータリアンはそのような種をはぐくみ、

育てる努力をしなければならないと思います。

そのような中で実った収穫がなされる。ラタ

クル会長は 2002～2003 年我々の慈愛と誓約

と行動が育まれた時にはその大きな収穫を得

るだろうというふうにおっしゃっておられま

すけれども私はこれが実現すると云うことは

この年度だけの収穫ではなしに、ロータリー

全体が見直され、我々が夢見ている真の姿に

戻ると思います。 

 

 

2.次年度の活動方針について 

                              ＤＧＥ 小島 哲 

 

 現在のＲＩ会長キングさんは甲高い声で、

自分の演説に酔ってお話になられる方で聞い

ているだけで疲れますが、次年度のラタクル

さんは訥々と話され、話かたからして我々と

相通じるところがありました。ラタクルさん

の運営方針は本日の資料の 6 ページ以降に載

せています。会長部門でビデオを差し上げて

いますが、その音声部分が 6 ページからの部

分です。 

 私は「ロータリーは大したものだ」と思い

ますのは、会長がキングさんからラタクルさ

んに変わることでやり方が非常に違いますが、

それを容認できる組織であると云うことです。

会員増強にしてもキングさんは純増 5 名と云

うことでありましたが、ラタクルさんは「増

強は大切だが、どんな増強をされるかはクラ

ブの皆さんで考えてください。クラブによっ

ては、増強はしないで現状維持でやりましょ

うと云うならそれもよし、1 名だけ増強しま

すよと云うならそれもよい。どの様な活動を

すればクラブのためになるかは貴方がたが一

番よく知っていらっしゃるはずでありますか

ら、私は何も申しません。」とこの様なスタイ

ルでありまして、クラブの会長・理事・役員

の方々にとっては非常に重い責任を覆いかぶ

せられるように感ずるスタイルだと思います。 

 是非お願いしたいことが四つございます。 

 一つ目は増強であります。人数が減ってい

るのを増やそうと云うことです。2640 地区で

も増強はガバナーがあれこれ云うより、クラ

ブの皆さんが増強は大事だと言うことを重々

ご存じですので、私が大きな声で増強、増強

とは云いません。どの様な増強状態になって

いるかはガバナー補佐の皆様から報告をして

いただけるようお願いしています。 
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 二つ目はポリオ撲滅の問題です。ロータリ

ー財団の時に詳しくお話しますが、この運動

を始めたとき、世界で一年間 50 万人いた発病

者が現在では 480 人にまで減っています。し

かし、これに満足してはいけません。一人で

も発病者がいますと再びぶり返す恐れがあり

ます。発病が無くなって 1 年間はサーベをし

て、もう一人の発病者も出ないことを確認し

て始めて撲滅という目標が達成できます。そ

のためにお金が足りないので何とかして欲し

いと言う話です。2640 地区は財団の寄付を多

額いただいていますので、そのうちの一部を

ポリオの方に廻して戴くことを会長部門会議

で了承していただいています。 

 三つ目は識字問題です。例えばポリオに関

する掲示板を出しても文字が読めないのでは

その効果が上がらない。特に女性が多いので、

これを何とかしたいと言うのがラタクルさん

の思いです。次年度の地区社会奉仕委員会は

何もしないですから、各クラブでやってくだ

さい。各クラブで何かのプロジェクトをやら

れる時にスムースに事が運ぶように、地区委

員会はお手伝いするのが次年度の方針です。

識字問題ではこんなプロジェクトがあります

から、皆さんのクラブで考えてくれませんか

と言う提案をさせていただくつもりです。 

 最後は職業奉仕の事です。ラタクルさんが

強調されますことは、ＩＴに関した少人数で

経営している所もあるので、そういう所にも

ロータリークラブへの入会を勧めてほしい。

職業分類を見直して、そのような人がいらっ

しゃれば声を掛けて下さい。 

 これらラタクルさんの方針に対し 2640 地

区で何をするかですが、奉仕活動はあくまで

クラブ中心にやられるものであって、地区が

あれこれお膳立てをするようなことはしませ

ん。クラブ主導型でお願いします。しかし、

財団・米山の奨学生、ＧＳＥ等はクラブの方

では出来かねるところがありますので、その

部分は地区が中心になってやります。地区と

しては、これこれの奉仕活動がありますがそ

れに乗ってくれるクラブはありませんかとお

尋ねしますので、クラブでマッチすれば参加

をしていただきます。その結果こうなりまし

たという報告は致しますので、会員にお知ら

せください。 

 増強は大切なことですが、それよりもすべ

ての会員にロータリーに入会してよかったと

思っていただけるようにするには、クラブと

してどの様にすれば良いか。ロータリーでは

親睦と奉仕が二つの柱だと云われています。

親睦を中心にやられるか、奉仕に力を入れて

頑張るか、その辺を旨く調和させて、会員皆

にロータリーに入会して良かったと思われる

クラブを作っていただきたい。そのために地

区としてはどうすればよいかを一生懸命考え

ています。 

 地区協の国際奉仕部門の会議ですが一つ気

に入らないところがあります。それは財団・

米山部門を別にするということです。クラブ

では財団も米山も国際奉仕部門に入っていま

す。ですからこの席で財団も米山も同時にや

らないといけないのでずが、残念ながら時間

的に無理があり出来ないのです。財団も米山

も委員会が 4～5 つあり、一度の時間でこなす

のは無理なので、国際奉仕の理事さんは財団

も米山も纏めて理事としての仕事をしてほし

いと思います。 

 ポリオについて、先程もお話しましたが、

ロータリー100 周年記念事業であるポリオ撲

滅の宣言を 2005 年にするためには来年の 9 

月末までに発生をゼロにし、その後サーベを

して発生がないのを確認して、ポリオ撲滅が

できたと言えます。ＷＨＯ，ユニセフ等が集

まって、そのためには何が必要かを話し合っ

たのですが、10 億ドルの資金が不足して要る

ことがわかりました。各国政府などの寄付も

ありますので、ロータリーは 4 億ドル集めて

くれないかという話になりました。4 億ドル

は大金ですがラッキーな援軍がありまして、

ロータリーが 1,000 ドル集めると、ビルゲイ

ツ財団が同額の 1,000 ドルを出してくれ、そ

の合計の2,000ドルに対し世界銀行が1.5 倍

の 3,000 ドルを出してくれるという話になり

まして、ロータリーの 1,000 ドルが 5 倍にな

ります。ロータリーは4億ドルの1/5 の8,000

万ドルを集めればよいのです。全世界のロー

タリアンが均等に負担すると 67 ドルになる
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のですが、過去の実績から日本には倍の 130

～140 ドルを負担願いたいということです。

今の経済情勢では新たに 140 ドルの負担を

お願い出来ませんので、毎年 220～230 ドル

戴いています財団の寄付のなかから 140 ド

ルをポリオの使途指定寄付として出していた

だきたいと会長部門でお話し、承認を得まし

た。財団に対する一般寄付が減りますと、3

年後のＤＤＦが少なくなって、財団奨学生の

数が減りますが、試験にパスしても辞退され

る方もいますので、姑息な手段ですがその分

を 3 年先に廻そうと思っています。 

 青少年交換が有意義だと思うクラブは近く

の学校に行ってそのＰＲをしてください。交

換ですから受入れもお願いして下さい。詳し

いことをご存じ無ければ地区の方で同行させ

ていただきますので、クラブの方でそのよう

な働きかけをしてください。直接地区から高

校のほうにアプローチすることはしたくない

と思っています。また、受け入れ先の高校も

クラブで決めていただきたいと思います。学

校と直接お話になられ、青少年交換をやるか

やらないかを決めてください。 

 奉仕活動は各クラブでプロジェクトを考え

てください。地区はいっさい何も申しません

ので、そのことを頭に止めていただきまして

次年度の計画を立ててください。 

 

 

3.国際奉仕について 

                               ＰＤＧ 平岡 正巳 

 

 入会された会員を定着させるための一つに

国際奉仕があると思います。青少年交換と国

際奉仕にはロマンがあると思います。成果が

直ぐにあるというものではありませんが、

我々が奉仕した活動が実っていくと云うこと

があります。「慈愛の種を播こう」と云われて

います。国際奉仕活動を盛んにするに従って

クラブの魅力が出てくると思います。 

 「ロータリーとは人道的な奉仕を行い、あ

らゆる職業を通じ高度な道徳水準を守ること

を奨励し、かつ、世界における親善と平和の

確立に寄与することを目指した実業人及び専

門職業人が世界的に集まった団体である」と

云うことです。世界的な団体であるから、国

際奉仕活動に力を入れて貰える余地があるな

ら、その方面に力を入れて下さい。 

 究極的には世界平和を目指しているのです

が、ロータリーの世界平和達成のためのアプ

ローチの仕方なのですが、人的交流が主体と

なります。財団にしても人道的、あるいは教

育的プログラムを通じて人的交流を広げてい

きます。1988 年広島で世界平和会議があり、

その席で「ロータリーの世界平和へのアプロ

ーチの仕方は手ぬるい」との問いに、アビー

会長が答えて曰く「ロータリーの世界平和の

達成はあくまでも人的交流にある」と云われ

た。 

 ＷＣＳの寄付の送り先からの返事の有無の

お話がありましたが、物を寄付したり、金を

送ったりするのが主体ではなくて、現地に赴

き人的交流を通じて協力していくと云うのが

一つのポイントではないかと思います。青少

年交換、財団、米山、ＧＳＥすべてに当ては

まります。世界社会奉仕もただ金品だけを出

すことだけに終わらず、その後のケアーが必

要です。 
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4.クラブ主導型の奉仕活動 

                            研修リーダーＰＤＧ 中村幸吉 

 

 

次年度は変わります。国際奉仕活動をクラ

ブ主導型にしたい。国際奉仕、ＷＣＳにして

も終わったときのお顔は輝いてみえます。こ

れはプロフィッツを得られたのだと思います。

しかし、それをするには経済的な、時間的な、

体力的な負担を伴ったことと思います。その

奉仕活動がどういう成果を上げたか、それに

対する認識、この三つのバランスがとれたと

きにはじめて、奉仕活動をしていて良かった

と思うのです。どれかが狂うと不満が残りま

す。この不満も自分たちの意志でやったのな

らある程度和らぐが、地区からの押し付けだ

と倍するものがある。国際奉仕活動で困るの

は効果がハッキリ掴めないと云うことで苛立

ちもある。解決方法の一つとしてクラブが自

主的にやったんだという事で進めていただき

たい。自分たちの意志でやったんだから、自

分たちで良きにつけ、悪しきにつけ責任を取

ると云うことで進めていただきたい。 

 各クラブは自分たちのクラブの実情にあっ

たプログラムを選択し、活動に邁進して下さ

い。 

 ＷＣＳは手続要覧の 85 ページを読んでく

ださい。ＷＣＳをするための把握が基本的に

難しい。奉仕活動の後始末も難しい。ロータ

リーの奉仕活動は出来るだけ単年度で行いた

い。クラブの方でこれをするにはどんな事が

必要か色々調べてみて、地区に援助を要請す

るなら、地区が手助けをするのが、地区委員

会の役目です。 

 青少年交換は地区役員の専門制がなされて

いる。地区青少年ファンドの支出の問題です

が、財政面から見ると地区予算の 20％の

1,000 万円が限度と思い、青少年交換の人数

は 15 名が限界だと思う。ホスト･ファミリー

のご苦労は大変で諍いさえ起こりうる。 

 最後により望ましい国際奉仕に問題点を洗

い出していただいて、地区に対しておかしい

面がありましたら、指摘して下さい。 

 

 

5.世界社会奉仕 

 

豊澤 洋太朗 世界社会奉仕委員長 

 

 世界社会奉仕（ＷＣＳ）は 2 カ国のＲＣが

力を合わせ、援助を必要としている組織や

人々に手を差し延べ、組織や人々の要請に応

えたとき、世界社会奉仕のプロジェクトが誕

生します。地区としてはプロジェクトがあれ

ば報告致しますので各クラブでマッチングす

るものがあれば申し出てください。次年度は

クラブ主導型でお願いします。姉妹クラブの

プロジェクトにのるとか、ガバナー事務所に

世界の各地区からの依頼がありますから、何

ドル位のプロジェクトかを聞かれ、クラブに

見合ったプログラムを選んでいただければと

思います。人道的なもの、中古のパソコンを

等色々あります。 

 世界社会奉仕に参加するメリットは国際理

解を推進することにあります。二国間で取り
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組むプログラムであるから広報がしやすく、

ロータリーのイメージアップに役立ちます。 

 ルセナＲＣは失明率の高い地域の犠牲者や

栄養失調に絡む眼病やその他の予防可能な視

力の補正に苦しむ子供達のためにイタリア、

カナダ、インド、米国等のＲＣと協力して取

り組んだ成功例です。ＷＣＳのパターンとし

て二つの方法があります。同額補助金の制度

を利用する場合（難点は時間がかかり過ぎる）

とＲＣで資金援助をする場合（2～3 ケ月で済

む) です。 

 世界社会奉仕関連の情報源としてはインタ

ーネットウェブ・サイトからのダウンロード

の方法やビデオ「活動する国際奉仕」等があ

ります。 

 次年度の国際社会奉仕はあくまでもクラブ

主導型でお願いします。 

 

 

6.青少年交換について 

井谷 功 青少年交換委員長 

 

 青少年交換の目的は年若い高校生が親許を

離れ、全てが違う異国の環境のなかで、困難

と戦いながら、その国の言語、人情、風俗、

習慣、文化、歴史そして社会の仕組み等を学

び、外から見た日本を認識すると共に、正し

く日本を紹介し、感謝の気持ち、人への思い

やりの精神を養い、ひいては国際理解と国際

親善の促進により、世界平和への架け橋にな

ることです。 

 未来は若者の肩に掛かっています。ボーダ

レスの世界になっている今、高校生達は異文

化を体験し、ボーダレスを身を以て感じて欲

しい。交換学生は日本と外国のための友情の

架け橋となり、小さな親善大使と云ってよい

と思います。彼らが海外へ行って見たいと思

う気持ちは非常に強く、24 ページのアンケー

トでは19クラブが彼らにチャンスを与えても

よいと思っています。75 クラブ中 19 クラブで

すので、少し宣伝が足りないかと思っていま

す。 

 18 年間で 300 名以上の派遣、受入れをして

きました。次年度は 15 名の派遣、15～17 名

の受入れです。かつては英語圏の希望者が多

かったのですが、近年ではアジア地域への希

望者も増えています。留学したい高校生がい

る近辺のＲＣがスポンサー・クラブになって

あげて下さい。各ＩＭで 1～2 名の派遣が出来

ればと思っています。 

 派遣学生にも、ホスト・ファミリーにもオ

リエンテーションをしています。地区委員が

相談にのります。２１世紀を荷なう高校生達

に、どうかチャンスを与えて下さい。 

 

 

和田 康 青少年交換委員会顧問 

 

 青少年交換の目的は年若い高校生が親許の

暖かい庇護を離れ、全く異なる異国で色々な

困難を乗り越え、その国の風俗、習慣、文化、

言語等を学びながら、外から見た日本を認識

し、正しく日本を紹介し、その中で人に対す

る感謝の気持ち、思いやりの気持ちを学んで、

国際理解と親善に貢献して、世界の小さな架

け橋の一端を荷なうことであります。 

 毎年、この子が行って大丈夫かと思う子が

いますが、一年たって帰ってきた時の立派に

成長した姿を見た時は感動します。同じ一年

でも、親許で暮らす一年と異国で暮らす一年

では意味が全然違うと云うことです。知らず

知らずその国に馴染もうとしているうちに身

に付いてくるものがあります。親のアンケー

トでは態度がデカクなったと出てきますが、

自分の思うことをしゃべれる様になったため

と思います。 
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 ホスト・ファミリーの問題があります。受

入れ側としては 3～4 の家庭が必要です。その

受入れ態勢が難しいのですが、我々としては

ただ奉仕をするという気持ちでやっていただ

きたいと思います。以前の経験ですが、どこ

も受け入れてくれる所がなくて困り果て、無

理を承知で米国のロータリアンにお願いした

ら、「その子を受け入れないなんてロータリア

ンでない、私が全責任を持つから」と云って

下さった。私達もその様に出来るだけのこと

をしてあげたい。クラブ主導型ということで、

少し考え方も違ってくるかも知れませんが、

今後ともよろしくご協力をお願いします。 

 

 

7.世界大会について 

糸井 徹 世界大会実行委員長 

 

 次年度世界大会はオーストラリアのブリス

ベンで 2003 年 6 月 1 日～4 日まで開かれま

す。2640 地区のジャパン・ナイトを 2003 年 5 

月 31 日に行います。 

 オーストラリアについてのビデオを作り、

各クラブに二本ずつ配布して、家庭にて家族

で見て欲しい。 

 オーストラリアの便は非常に少ないので、

コースを多くして参加の機会を作りたい。ジ

ャパン・ナイトには全員参加型にしたい。 

 今年の十月末までに予めの人数を把握した

い。 

 

 

8.質疑応答 

Ｑ：和歌山東の野井さん 

 交換学生が日本を敬遠しているように思い

ますが、何故か、考えたことはありますか。

私は日本の教育制度に問題があると思います。

ＲＣで教育問題を提起しましたが、政治的だ

からと云われました。今年ＩＭで中条高徳さ

んのお話しを聞きなるほどと思いました。日

本の学校教育では日本人の魂は何処へ行った

のか、と云う教育をしているので、日本に来

ても学ぶべきモノがない。ロータリーはもっ

と真剣に教育に取り組んでいただきたい。お

金もかからないことですし是非お願いします。 

 受入れの問題でも日本の家族制度はどんど

ん崩壊しています。ジエンダー・フリーが罷

り通っていますが、これもロータリーで取り

上げていただきたい。 

Ａ：小島エレクト 

 教育問題につきましては、次年度ガバナー

会が取り組もうではないかということで、先

週各会長宛に賛否のアンケートをお願いして

いますので、是非お読み願ってお答えを出し

て下さい。 

 青少年交換は高校生でして、日本に来て勉

強を主眼にしているのではなく、日本人がど

んな生活をしているかを体験して貰うのを目

的にしています。テストの時は休みだと思っ

ている。米山とか財団の奨学生は勉強をしよ

うとして来日しています。高校生と大学生の

差はあるだろうと思いますが、野井さんの意

見は正論だと思います。以前にオーストラリ

アから小学校で日本語を教えている人が来ら
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れたことがあります。金野さんは留学先が英

国志望でしたが、オーストラリアに決まって

ガッカリしていたのですが、今では大変なオ

ーストラリア・ファンになりました。ロータ

リーの仕事も手伝ってくれています。 

 

Ｑ；中村ＰＤＧ 

 和田顧問、地区の青少年交換委員長をやっ

ていただいていたのですが、日本の経済力が

下がっていますが、相手先の高校生に何か影

響はありますか。 

Ａ：和田顧問 

 今までは志望先として 5 位くらいだったの

ですが、今は第一志望の方が多くなっていま

す。 

 

Ｑ： 

瀋陽の事件で、あの外交官の対応はどうで

すか、日本の最高学府を出た人達ですよ、ロ

ータリーとして何か考えはないですか。 

Ａ：平岡ＰＤＧ 

 インターアクト・クラブでジアイ会長の時、

インターアクトの表敬訪問が関西47クラブで

行われた時のパネリストで活躍した加藤君が、

東大の法学部を今年卒業したのですが、外務

省に入った。彼はインターアクトで学んだこ

とを心に置いてやりたいと云っています。何

らかの機会があればお話しをしていただきた

いと思っています。 

 

Ｑ： 

青少年交換の意義はよく分かるのですが、

負担が多いのでブーイングが多い。その点に

ついて何か解決方法は有りませんか。 

Ａ： 

ある時期までは、ゴー、ゴー、ゴーという

形でやって来ましたが、一人でも多くと思い

27 名派遣した事も有りましたが、予算の関係

から 15 名位が適当ではとなりました。 

私達は大人ですので、感情的に走らないで、

時代を冷静にみてバランスの取れた活動をし

て、喜んで参加できる方向に地区も向かいつ

つありますので、若干のブーイングは押さえ

てあげて下さい。委員長達は一生懸命やって

いますから。手続要覧の 109 ページに新世代

交換のプログラムが有りますが、これは面白

そうなので詳しく調べてみたいと思いします。 

Ａ：小島ガバナー･エレクト 

 私の年度 15 名受入れで、一人 100 万円とし

て、1,500 万円かかかります。地区の全ロータ

リアンで負担すると一人5,000円になります。

これですと 100 万円ずつをクラブにお渡しし

て、これでやって下さいと云えば済むのです

が、現在は 40～50 万円を援助しているだけで

す。これがもう少し必要であるなら、新たに

地区の青少年フアンドとして分担金を増やす

しかないと思います。15 名受入れなら 1,500

万円いりますし、10 名なら 1,000 万円必要で

分担金 3,000 円アップになります。資金面で

云いますとこういう事です。私の年度では青

少年交換のための新たな負担は求めません。

新世代のファンドから幾らか出すと云うこと

に成ります。新世代のファンドは一人 3,000

円ですので、900 万円位なので、15 名に全部

当てたとしても一人60万円にしかなりません。

しかし、全額を青少年交換には使えませんの

で、そこそこの援助しかしてあげられないの

です。 

 

 

9.講評および閉会の挨拶 

ＰＤＧ 平岡 正巳 

 

 正直なところ、小島エレクトはえらい事を

計画されたと内心思っています。私は地区協

に初めて出席したのですが、なるほどこうい

うことを意図されていたのかと思いました。

素晴らしい協議会でした。今までの協議会の

中で最高であったと思います。ガバナー・エ

レクトは自分の年度の研修会ですのでよいの

ですが、ガバナー補佐の皆さんが毎回ほとん
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ど出席されているとお聞きし、これまた、大

変だと思いますが、それだけの値打ちのある

協議会でございました。特に中村研修リーダ

ーが眠気を心配されていましたが、地区委員

の皆さんの説明も最高の説明でよく分かられ

たので質問も少なかったと思います。 

 世界社会奉仕委員会ではクラブ単位で事業

を行い、地区委員はサポーターだという事で、

この事が実際に行われると、2640 地区は日本

一の地区になりえます。そのように皆さん自

信を持って云われても間違いありません。 

 青少年交換でございますが、野井さんから

非常に厳しい質問がございました。何の反論

も出来ませんが、ロータリーは素晴らしい青

少年のプログラムを持っています。それに出

来るだけ沢山参加されますように、皆様で協

力していただく、これまた、自信を持ってい

ただいたらよいと思います。 

 ブリスベンでの世界大会の説明も良く分か

りました。オーストラリアとは時差がありま

せんので楽だと思います。地区大会と同様に、

世界大会でも最終日の最後には大阪の宣伝を

しなければならないと思います。又、蛍の光

の音楽と共に隣の人と肩を組みながら、来年

の再開を約束すると思います。中央のスクリ

ーンには「Ｓee You In Osaka 」と写し出さ

れると思います。ロータリーに入会してよか

ったと感動を覚える一シーンであります。 

 本当に素晴らしい地区協議会でした。心か

ら敬意を表します。皆様方も最後までご苦労

さんでございました。来年度の成功を心から

祈念しまして、閉会の挨拶とします。ありが

とうございました。 

  

ＤＧＥ 小島 哲 

 

 2640 地区はよい地区なのだという感覚を一

般会員が持たれているか、どうかに多少の疑

問を持っています。自分のクラブで何をして

いるかをご存じない会員がおられる。まして

地区で何をしているかも分からない。会員の

皆さんに徹底して伝える伝達の難しさを感じ

ます。私の年度ではそれを少しでも矯正して

行きたいと思っています。 

本日はお休みのところ、長時間ありがとう

ございました。全力投球いたしますので来年

度一年間よろしくお願いします。 
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